
　

蚕
が
つ
く
る
繭ま
ゆ

か
ら
純
白
に
輝
く
生
糸
が
挽
か
れ
て
い

く
。
養
蚕
と
製
糸
。
日
本
の
近
代
の
扉
を
開
い
た
産
業
の

原
風
景
が
、
兵
庫
・
但
馬
と
群
馬
県
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

江
戸
後
期
、
今
の
兵
庫
県
養
父
市
の
研
究
者
で「
養
蚕
の
父
」

と
呼
ば
れ
る
上う
え
が
き
も
り
く
に

垣
守
国
（
１
７
５
３
～
１
８
０
８
）
が
『
養

蚕
秘
録
』
と
題
し
た
書
を
著
し
た
。
群
馬
県
や
福
島
県
な

ど
養
蚕
の
先
進
地
を
調
べ
、
当
時
の
技
術
の
骨
格
を
示
し

た
名
著
だ
。
そ
の
価
値
に
目
を
付
け
た
長
崎
の
医
師
シ
ー

ボ
ル
ト
が
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち
出
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
イ
タ

リ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
こ
の
『
Ｙ
Ｏ
―
Ｓ
Ａ
Ｎ
―
Ｆ
Ｉ

―
Ｒ
Ｏ
Ｋ
』
に
よ
っ
て
日
本
式
の
養
蚕
技
術
が
欧
州
に
広

ま
り
、
製
糸
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。

時
を
経
て
フ
ラ
ン
ス
人
の
技
師
Ｐ
・
ブ
リ
ュ
ナ
が
来
日
し
、

明
治
政
府
に
雇
わ
れ
て
今
度
は
欧
州
の
技
術
で
官
営
富
岡

製
糸
場
（
群
馬
県
、
１
８
７
２
年
設
立
）
の
建
設
に
尽
力

し
た
。
養
蚕
・
製
糸
を
め
ぐ
る
日
欧
の
技
術
交
流
が
殖
産

興
業
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
群
馬
と
但
馬
の
産
地
間

交
流
に
つ
な
が
っ
た
。
世
界
遺
産
と
な
っ
た
富
岡
製
糸
場

と
上
垣
守
国
に
連
な
る
不
思
議
な
糸
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

（
神
戸
新
聞
東
京
支
社
編
集
部
長
兼
論
説
委
員
・
加
藤
正
文
）

養蚕がつなぐ
日本のシルクロード
～世界文化遺産・富岡製糸場と但馬の上垣守国

フランドル積みの赤煉瓦が鮮やかな富岡製
糸場の東置繭所。日本の近代化の息吹を今
に伝える＝群馬県富岡市（画像提供富岡市）
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世
紀
超
え
た
工
場

　

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
今
年
の
６
月
で
丸
２

年
。
富
岡
製
糸
場
は
国
宝
に
も
指
定
さ
れ
、
大
勢
の
観

光
客
で
に
ぎ
わ
う
。
周
囲
は
土
産
物
店
や
飲
食
店
が
立

ち
並
び
、
す
っ
か
り
観
光
地
の
趣
だ
。

　

入
り
口
か
ら
入
っ
て
真
正
面
に
そ
び
え
る
の
が
フ
ラ

ン
ス
積
み
の
赤
煉
瓦
が
美
し
い
「
東
置
繭
所
」
だ
。
フ

ラ
ン
ド
ル
地
方
で
用
い
ら
れ
た
工
法
で
「
フ
ラ
ン
ド
ル

積
み
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

当
時
、
こ
こ
は
繭
を
保
管
す
る
巨
大
倉
庫
だ
っ
た
。

２
階
建
て
全
長
１
０
４
・
４
メ
ー
ト
ル
。
中
央
に
ア
ー

チ
状
の
門
が
あ
り
、
そ
の
上
に
「
明
治
５
年
」
と
刻
ま

れ
た
石
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
製
糸
場
で
最
も
古
い

建
物
の
一
つ
だ
。
こ
の
建
物
と
平
行
に
ほ
ぼ
同
じ
構
造

の
「
西
置
繭
所
」
が
立
つ
。

　

こ
の
２
棟
の
繭
倉
庫
と
接
す
る
よ
う
に
し
て
直
角
に

立
つ
の
が
「
繰
糸
所
」
だ
。
繭
か
ら
糸
を
取
る
作
業
が

行
わ
れ
て
い
た
建
物
だ
。
全
長
１
４
０
・
４
メ
ー
ト

ル
。
創
業
時
は
世
界
最
大
級
の
製
糸
工
場
で
、
フ
ラ
ン

ス
か
ら
輸
入
さ
れ
た
最
新
の
繰
糸
機
が
三
〇
〇
釜
並
べ

ら
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
工
女
が
働
い
た
様
は
圧
巻

だ
っ
た
ろ
う
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
中
へ
。
ず
ら
り
と

並
ぶ
の
は
「
ニ
ッ
サ
ン
Ｈ
Ｒ
型
自
動
繰
糸
機
」
だ
。
１

セ
ッ
ト
で
４
８
０
本
の
糸
を
巻
き
取
れ
、
10
セ
ッ
ト
あ

る
。
１
９
６
６
年
頃
か
ら
設
置
さ
れ
、
改
修
さ
れ
な
が

ら
８
７
年
の
操
業
停
止
ま
で
稼
働
し
た
と
い
う
。
最
盛

期
に
は
た
く
さ
ん
の
繭
か
ら
一
度
に
４
千
本
以
上
の
糸

を
取
っ
て
い
た
。
い
ま
に
も
音
を
立
て
て
動
き
出
し
そ

う
な
迫
力
を
秘
め
て
い
る
。
天
井
を
見
る
と
木
で
ト
ラ

ス
を
組
ん
だ
和
風
の
小
屋
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
建
物

の
中
央
に
柱
は
な
く
、
明
る
い
大
空
間
に
な
っ
て
い
る
。

「
職
業
訓
練
校
」

　

富
岡
を
官
営
で
設
立
し
た
の
は
良
質
で
均
一
な
品
質

の
生
糸
を
大
量
に
生
産
す
る
「
モ
デ
ル
工
場
」
に
す
る

た
め
だ
っ
た
。
実
際
に
稼
働
し
な
が
ら
工
員
た
ち
に
技

術
を
学
ば
せ
、
指
導
者
と
し
て
各
地
に
送
り
出
す
「
職

業
訓
練
校
的
な
要
素
を
兼
ね
備
え
て
い
た
」（
遊
子
谷

玲
『
世
界
遺
産　

富
岡
製
糸
場
』）。

　

操
業
開
始
か
ら
21
年
後
の
１
８
９
３
年
、「
器
械
製

糸
の
普
及
と
技
術
者
育
成
」
と
い
う
所
期
の
目
的
が
果

た
さ
れ
た
と
し
て
三
井
家
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
原
合
名
会
社
、
片
倉
製
糸
紡
績
（
現
片
倉
工
業
）

と
所
有
は
変
わ
っ
た
。
操
業
停
止
後
も
片
倉
工
業
は
建

物
を
大
切
に
保
管
し
、
２
０
０
５
年
、
す
べ
て
の
建
造

物
が
富
岡
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。「
片
倉
が
建
物
を
『
売

ら
な
い
、
貸
さ
な
い
、
壊
さ
な
い
』
方
針
を
貫
い
た
か

ら
世
界
遺
産
登
録
に
つ
な
が
っ
た
」。
ガ
イ
ド
の
説
明

に
納
得
し
た
。

養
蚕
と
製
糸

　

農
家
は
桑
を
育
て
蚕
を
飼
っ
て
繭
を
つ
く
る
。
こ
の

仕
事
を
養
蚕
と
呼
ぶ
。
そ
の
繭
を
ほ
ぐ
し
た
細
い
糸
を

撚
り
合
わ
せ
て
一
定
の
太
さ
の
糸
（
生
糸
）
を
つ
く
る

作
業
が
製
糸
だ
。
で
き
た
生
糸
は
日
本
で
は
京
都
・
西

陣
や
群
馬
・
桐
生
な
ど
で
絹
織
物
に
な
る
。

　

富
岡
の
操
業
開
始
か
ら
22
年
後
、
日
清
戦
争
が
起
き

た
９
４
年
に
は
貿
易
の
中
心
地
、
横
浜
に
生
糸
の
先
物

取
引
所
が
誕
生
。
そ
の
後
全
国
に
取
引
所
が
乱
立
し
た

が
収
斂
さ
れ
、
横
浜
と
神
戸
が
２
大
市
場
を
形
成
し
た
。

　

養
蚕
と
製
糸
は
「
富
国
強
兵
」
の
た
め
の
外
貨
獲
得

手
段
と
位
置
付
け
ら
れ
、
生
糸
は
ピ
ー
ク
時
、
輸
出
全

体
の
約
７
割
を
占
め
た
。
昭
和
初
期
に
は
農
家
の
約
４

繰糸所の内部。木造のトラス構造が美しい。明るい光が入り、繰糸機が今にも
動き出しそうだ＝群馬県富岡市（画像提供富岡市）

指導者のブリュナが1875年末まで
家族と暮らした住宅。高床で廻廊風
のベランダがある（撮影・加藤正文）

養父市大屋町蔵垣の「かいこの里
交流施設」で繭をみせてもらった
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割
が
養
蚕
に
従
事
。
日
本
の
繭
生
産
量
は
世
界
最
大
を

誇
っ
た
。

　

生
糸
は
神
戸
港
や
横
浜
港
か
ら
海
外
に
輸
出
さ
れ
、

「
殖
産
興
業
」
政
策
を
リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
世
界
の

絹
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
い
ま
も
関
西
に
本
拠
を

置
く
「
神
栄
」「
神
戸
生き

い
と絲

」「
三
共
生
興
」
と
い
っ
た

企
業
は
絹
関
連
の
事
業
で
原
点
を
刻
ん
で
い
る
。

養
蚕
の
父
、
上
垣
守
国

　

中
国
が
起
源
の
養
蚕
だ
が
、
日
本
の
技
術
は
江
戸
時

代
に
は
当
時
の
養
蚕
先
進
国
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
が

注
目
す
る
ほ
ど
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
。

　

兵
庫
県
養
父
市
大
屋
町
に
あ
る
上
垣
守
国
養
蚕
記
念

館
。
養
蚕
の
父
と
呼
ば
れ
る
上
垣
守
国
が
１
８
０
３

（
享
和
３
）
年
に
出
版
し
た
３
巻
の
「
養
蚕
秘
録
」
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

種
の
製
造
、
飼
育
法
、
繭
か
ら
糸
を
と
る
方
法
ま
で

を
集
大
成
し
た
秘
録
に
は
、
現
在
に
至
る
技
術
の
骨
格

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
当
時
、「
東
の
群
馬
、
西
の

但
馬
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
養
父
で
は
養
蚕
が
盛
ん
だ
っ

た
。
進
取
の
気
性
に
富
む
上
垣
は
１
７
７
０
年
、
群
馬

県
伊
勢
崎
市
の
境
島
村
に
蚕
種
（
蚕
卵
の
こ
と
。
そ
の

良
否
は
生
糸
の
品
質
を
左
右
し
た
）
の
買
い
付
け
に

行
っ
た
。
秘
録
に
は
「
群
馬
県
高
崎
市
付
近
の
貧
し
い

農
民
が
、
熱
心
に
養
蚕
を
研
究
し
、
裕
福
な
養
蚕
農
家

に
な
っ
た
」
と
い
う
話
が
あ
る
。

　

こ
の
実
践
的
名
著
を
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
医
師
と
し
て

長
崎
出
島
に
赴
任
し
て
い
た
シ
ー
ボ
ル
ト
が
持
ち
出

し
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
に
献
上
し
た
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
盛
ん
に
養
蚕
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
カ
イ
コ
の
病

気
が
は
や
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
た
。
秘
録
は
、

さ
っ
そ
く
東
洋
学
者
ホ
フ
マ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
翻
訳
さ

れ
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
で
出
版
さ
れ
た
。
仏
語
版
は

上垣守国養蚕記念館上垣守国の墓所。ふるさとで静かに眠る

東
京
国
立
博
物
館
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

養
蚕
農
家
住
宅

　

伊
勢
崎
市
境
島
村
は
、
江
戸
中
期
か
ら
蚕
種
製
造
の

盛
ん
な
地
域
だ
っ
た
。
有
力
な
蚕
種
製
造
農
家
だ
っ
た

田
島
弥
平
（
１
８
２
２
～
９
８
年
）
が
近
代
養
蚕
法

「
清せ

い
り
ょ
う
い
く

涼
育
」の
開
発
と
、
櫓や
ぐ
ら（
越
屋
根
、
天
窓
と
も
い
う
）

付
き
総
２
階
建
て
の
近
代
養
蚕
農
家
建
築
を
生
み
出

す
。
蚕
の
飼
育
は
難
し
く
、
年
に
よ
っ
て
収
量
の
差
が

大
き
か
っ
た
た
め
、
弥
平
は
各
地
の
養
蚕
方
法
を
研
究

し
、
蚕
の
飼
育
に
は
自
然
の
通
風
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
「
清
涼
育
」
を
大
成
し
、
安
定
し
た
繭
の
生
産
に
成

功
し
た
。

　

ま
た
、
清
涼
育
に
適
し
た
蚕
室
の
工
夫
を
行
い
、

１
８
６
３
年
に
は
棟
上
げ
に
換
気
設
備
の
櫓
を
備
え
た

瓦
屋
根
総
２
階
建
て
の
住
居
兼
蚕
室
を
建
築
し
た
。
弥

平
は
清
涼
育
を
普
及
す
る
た
め
７
２
年
に『
養
蚕
新
論
』

を
著
し
た
。
櫓
を
付
け
た
養
蚕
農
家
建
築
は
、
そ
の
後

の
近
代
養
蚕
農
家
建
築
の
標
準
と
な
っ
た
。

　

養
父
市
に
は
今
、
瓦
葺
き
の
養
蚕
住
宅
が
５
０
０
棟

残
る
。「
抜
気
、
大
型
の
板
戸
の
養
蚕
住
宅
が
養
父
市

で
広
が
っ
た
要
因
は
田
島
弥
平
さ
ん
の
『
養
蚕
新
論
』

に
あ
る
。
ま
さ
に
源
流
だ
」。
養
父
市
教
育
委
員
会
教

育
部
次
長
の
谷
本
進
さ
ん
の
分
析
だ
。
草
深
い
山
村
で

先
を
読
ん
で
い
た
上
垣
、
田
島
。
そ
の
透
徹
し
た
眼
差

し
に
感
動
す
る
。

　

上
垣
の
墓
は
養
父
市
大
屋
町
に
あ
る
。
墓
石
の
正
面

に
は
「
上
垣
守
國
墓
」
と
あ
り
、
側
面
や
後
ろ
に
業
績

が
刻
ま
れ
て
い
る
。「
不
遠
千
里
往
来
」
の
文
字
。「
千

里
の
往
来
も
遠
し
と
せ
ず
…
」。
新
幹
線
も
車
も
な
い

江
戸
期
の
こ
と
だ
。
実
情
を
改
善
し
よ
う
と
ひ
た
す
ら

農
家
を
訪
ね
、
取
材
し
た
様
子
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。

上垣守国が1803（享和3）年に出版した3巻の「養蚕秘録」養蚕の技術を指導する上垣守国（養蚕秘録の挿絵）。「守國、
里俗に採桑の秘事を口授す」とある

フランス語版の「養蚕秘録」。欧州に日本の
技術が伝わった。「文化輸出第1号」とされる
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グ
ン
ゼ
の
源
流

　

富
岡
製
糸
場
の
開
業
か
ら
２
年
た
っ
た
１
８
７
４

年
、
但
馬
の
女
性
約
20
人
が
製
糸
場
に
派
遣
さ
れ
、
技

術
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
９
３
～
１
９
０
８
年
に
か
け
て

群
馬
の
養
蚕
技
術
の
教
育
機
関
「
高
山
社
」
か
ら
40
人

の
指
導
員
が
但
馬
に
来
て
い
る
。

　

交
流
の
結
果
、
但
馬
は
関
西
で
も
有
数
の
生
産
地
に

な
っ
た
。
器
械
製
糸
工
場
が
相
次
い
で
建
設
さ
れ
、

１
９
０
５
年
に
は
養
父
郡
（
今
の
養
父
市
）
で
21
箇
所

の
製
糸
工
場
が
操
業
し
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
の
頃
、
京
都
府
の
現
綾
部
市
で
起
業
し
た
郡
是
製

糸
（
現
グ
ン
ゼ
）
が
但
馬
の
製
糸
工
場
を
次
々
と
買
収
。

明
治
時
代
中
期
・
後
期
に
生
ま
れ
た
但
馬
の
小
規
模
な

製
糸
工
場
は
郡
是
製
糸
と
片
倉
製
糸
に
統
合
さ
れ
て

い
っ
た
。「
三
丹
蠶さ

ん
ぎ
ょ
う業
郷
土
史
」
と
い
う
郡
是
製
糸
の

ま
と
め
た
文
献
が
あ
る
。
但
馬
、
丹
波
、
丹
後
。
こ
れ

を
見
れ
ば
こ
の
地
域
で
栄
え
た
製
糸
業
を
傘
下
に
収
め

な
が
ら
グ
ン
ゼ
が
成
長
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

養蚕の方法について説明する「蔵垣かいこの里
の会」会長の松原一朗さん（左）と養父市教育
委員会教育部次長の谷本進さん＝養父市大屋町
蔵垣、上垣守国養蚕記念館

かいこの幼虫を観察する小学生た
ち＝養父市大屋町蔵垣、かいこの
里交流施設

か
い
こ
の
里

　

今
年
５
月
、
養
父
市
大
屋
町
蔵
垣
の
「
か
い
こ
の
里

交
流
施
設
」
に
あ
る
飼
育
所
で
、
今
年
も
カ
イ
コ
の
幼

虫
が
生
ま
れ
た
。
住
民
グ
ル
ー
プ「
か
い
こ
の
里
の
会
」

の
取
り
組
み
で
繁
殖
さ
せ
た
卵
な
ど
約
３
千
個
が
次
々

に
ふ
化
。
下
旬
に
は
幼
虫
を
飼
育
台
に
移
す
「
掃
き
立

て
」
が
あ
り
、
住
民
ら
は
餌
の
ク
ワ
の
葉
を
食
べ
る
幼

虫
を
眺
め
、
笑
顔
を
見
せ
た
。

「
掃
き
立
て
」
は
、
幼
虫
を
飼
育
台
に
移
し
、
餌
を
初

め
て
与
え
る
作
業
。
ふ
化
し
た
ば
か
り
の
幼
虫
は
体
長

わ
ず
か
０
・
２
～
０
・
３
ミ
リ
で
、
鳥
の
羽
根
で
優
し
く

掃
い
て
動
か
し
、
上
か
ら
細
か
く
刻
ん
だ
ク
ワ
の
葉
を

餌
と
し
て
与
え
た
。
幼
虫
は
、
室
温
23
～
26
度
の
飼
育

所
で
育
て
、
６
月
中
旬
ご
ろ
体
長
が
約
10
セ
ン
チ
に
な

り
、
繭
作
り
を
始
め
た
。
会
長
の
松
原
一
朗
さ
ん
は

「
毎
年
、
こ
の
作
業
が
最
も
緊
張
す
る
。
今
年
も
無
事

に
飼
育
を
始
め
ら
れ
安
心
し
た
。
若
い
世
代
も
含
め
参

加
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

上
垣
守
国
の
眠
る
養
父
市
で
今
も
養
蚕
が
営
ま
れ
て

い
る
。
養
蚕
秘
録
、
富
岡
製
糸
場
、
グ
ン
ゼ
…
。
時
空

を
超
え
て
連
な
る
日
本
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
。
上
垣
の
描

い
た
夢
は
今
も
息
づ
い
て
い
る
。

※
参
考
・
引
用
文
献

　
�

郡
是
製
絲
調
査
課
編
『
三
丹
蠶
業
郷
土
史
』

１
９
３
３
年
、
郡
是
製
絲

　

�
伊
藤
芳
樹
『
青
い
目
の
養
蚕
秘
録
―
19
世
紀
の
日
欧
蚕

糸
交
流
―
』�

１
９
９
２
年
、
大
日
本
蚕
糸
会

　

�

遊
子
谷
玲
『
世
界
遺
産　

富
岡
製
糸
場
』

２
０
１
４
年
、
勁
草
書
房

　

�

谷
本
進
発
表
資
料
「
養
蚕
が
つ
な
ぐ
群
馬
の
世
界
遺
産

と
養
父
市
」�

２
０
１
５
年

　

そ
の
ほ
か
神
戸
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の

　

記
事
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

養蚕がつなぐ
日本のシルクロード
～世界文化遺産・富岡製糸場と但馬の上垣守国

〈富岡製糸場〉
1872年設立の日本初の官営製糸工場。民営化を経て
1987年に操業を停止し、建物はその後群馬県富岡市に
寄贈された。2014年6月、「富岡製糸場と絹産業遺産群」
が国内の近代産業遺産で初めて世界文化遺産に登録され
た。構成施設は富岡製糸場のほか近代養蚕農家の原型「田
島弥平旧宅」、養蚕技術の教育機関「高山社跡」、岩の隙
間から吹く冷風を利用して蚕の卵を貯蔵した「荒

あらふねふうけつ

船風穴」。

〈かいこの里交流施設〉
「養蚕と桑」をテーマにした施設。上垣守国養蚕記念館（月・
火休み）が隣接。養蚕や桑栽培の伝習、桑の葉・実などの
特産品加工などを通じて、地域振興と交流の輪を広げてい
る。兵庫県養父市大屋町蔵垣246の2。079・669・
1580。営業時間午前10時～午後4時。月～金休み。

1803　　上垣守国が『養蚕秘録』を出版
1848　　『養蚕秘録』の仏語版出版
1872　　官営富岡製糸場が操業開始
1881　　養父市に器械製糸場ができる
1887頃　群馬の高山社から養父市に40人の養蚕教師が派遣される
1893　　富岡製糸場が三井家に払い下げ
1897　　養父市に県立蚕業学校（現八鹿高）ができる
1902　　富岡製糸場が原合名会社に譲渡

1914　　郡是製糸八鹿工場が完成
1918　　郡是製糸養父工場が完成
1939　　富岡製糸場が片倉製糸紡績に移管
1943　　富岡製糸場が日本蚕糸製造に統合
1945　　片倉工業に戻る
1987　　操業停止
2006　　主な建物が重要文化財に
2014　　世界遺産登録

○養蚕をめぐる群馬と但馬の主な動き

メモ

4 ふるさとひょうご126号（平成28年7月発行）


